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戦国時代の が百余年の時を経てまつり 復活
　10月2日に「千葉氏まつり」が
中央台公園で開かれ、町内外から
約3500人の方が訪れました。
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら

９
月
27
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
の

制
定
、
各
会
計
の
決
算
認
定
、
補
正

予
算
な
ど
の
議
案
10
件
お
よ
び
議
員

よ
り
提
案
の
あ
っ
た
発
議
案
４
件
が

提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
「
一
般
会
計
予

算
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て
」

な
ど
の
報
告
が
２
件
「
酒
々
井
・
千

葉
氏
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て
」
な

ど
の
行
政
報
告
が
４
件
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

は
、
議
員
６
名
か
ら
な
る
「
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
集
中

的
に
３
日
間
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
10
名
の
議
員
が
２
日

間
に
わ
た
り
行
い
、
地
域
振
興
、
防

犯
・
防
災
対
策
な
ど
、
町
政
全
般
に

つ
い
て
町
長
や
各
課
長
に
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

決　算

＜歳入の概要＞

　
　
税
は
、法
人
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、前

　
　
年
度
比
６
１
４
９
万
円
の
増
額
、地
方
交
付
税
は
、震
災
復
興

特
別
交
付
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、前
年
度
比
２
７
６
５
万
円
の
増

額
、国
庫
支
出
金
は
、防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な

ど
の
増
加
に
よ
り
、前
年
度
比
３
７
６
２
万
円
の
増
額
、町
債
は
、役

場
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
借
入
に
よ
り
、前
年
度
比
１
億
２
０
５
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、自
主
財
源
比
率
は
、町
税
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、昨
年
度
比

７
８
４
２
万
円
増
額
し
、歳
入
構
成
比
の
55
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町

＜財政力指数の推移＞

自主財源
（55.1％）

そ の 他
7億1512万円

繰 越 金
3億3392万円

地方消費税交付金
3億4215万円

県支出金
3億5024万円

町　債
5億6930万円

国庫支出金
6億9176万円

地方交付税
9億9862万円

町　税
28億6154万円歳入

歳入総額 68億6263万円

依存財源
（44.9％）

前年度の会計から
繰り越されたお金

県から交付される
使い道が決められて
いるお金。

国が特定の事業を促進する
目的で使途を指定して交付
するお金 地方公共団体が一定の水準を維持

できるように、国が財源の不均衡を
調整するため交付するお金

町民税、固定資産税、都市計画税など
町民の皆さんから収められる税金

国や銀行など
からの借入金

歳出は民生費が8.9 歳入総額過去 更新最高額 ポイント増に

0.74

0.72

0.70

0.68

H24 H25 H26 H27

※千円単価は四捨五入しています。

※財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す数値で過去３年度の平均値です。数値が１に近いほど
　普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕があると言われています。

９
月
定
例
会
の
概
要
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＜歳出の概要＞

　
　
生
費
は
、保
育
委
託
業
務
や
地
域
福
祉
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

　
　
に

　
　
　
よ
り
、前
年
度
比
１
億
３
９
３
９
万
円
の
増
額
、総
務
費
は
、

役
場
分
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
１
億
２
９
９
５
万
円

の
増
額
、教
育
費
は
、中
学
校
用
地
購
入
費
や
本
佐
倉
城
跡
入
口
広

場
整
備
工
事
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
９
２
０
１
万
円
の
増
額
、土
木

費
は
、社
会
資
本
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
道
路
改
良
事
業
な
ど

の
減
少
に
よ
り
、前
年
度
比
１
億
５
７
４
５
万
円
の
減
額
、消
防
費

は
、消
防
組
合
へ
の
負
担
金
が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、前
年
度
比

２
５
１
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民

＜経常収支比率の推移＞

そ の 他
4億8721万円公 債 費

3億9471万円

消 防 費
4億3748万円

衛 生 費
4億7045万円

土 木 費
6億4942万円

教 育 費
9億5218万円

総 務 費
11億1846万円

民 生 費
17億1296万円

歳出総額 62億2286万円

町債（借金）の返済に
かかるお金

議会費、商工費、
農林水産業費など

消防組合や消防団
事業にかかるお金

道路、公園の維持管理や
交通安全対策にかかるお金

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉にかかるお金歳出

小中学校、社会教育施設の
維持管理や給食、文化財保護、
スポーツ振興にかかるお金

町有財産管理、広報、防災、税務、
住基、戸籍、選挙にかかるお金

ごみ処理、予防接種、検診、
医療助成にかかるお金

歳出は民生費が8.9 歳入総額過去 更新最高額 ポイント増に

固定資産税などの町税が増収し

経常収支が改善傾向に

92%

90%

88%

86%

H24 H25 H26 H27

※千円単価は四捨五入しています。

決　算

平成 27 年度決算

※経常収支比率とは、財政構造の弾力性を判断する数値で人件費、扶助費、公債費の義務的性格の経常経費が町税、普通　
　交付税などの経常的一般財源に占める割合です。数値が低いほどいろいろな事業に使えるお金に余裕があると言えます。
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決　算

※財政の不足を調整したり、急激な税の落ち
　込みや災害などに備えるための積立金です。
　また、財政調整基金以外にも使用目的の決
　まった基金があります。

※町が学校や道路等の整備のために国や金融機
　関等から長期的に借り入れた資金の残高です。
　平成 27 年度末で 50 億４千 800 万円の残高が
　ありますが、うち臨時財政対策債分が 36億４

千万円を占めています。

　
財
産
の
取
得
、
土
地
の
購
入
、
工

事
契
約
の
変
更
な
ど
不
透
明
な
点
が

多
い
。
ま
た
、
議
決
を
経
て
い
な
い

案
件
、
道
路
と
し
て
必
要
な
土
地
と

も
思
え
な
い
土
地
の
購
入
、
業
者
に

対
し
て
も
町
が
責
任
あ
る
対
応
で
は

な
い
事
例
が
あ
る
。
次
に
、
い
ま
だ

に
町
と
業
者
が
対
立
し
、
建
設
途
中

の
「
青
少
年
交
流
の
家
」
建
設
に
つ

い
て
も
十
分
な
論
議
を
せ
ず
代
替

え
や
方
法
な
ど
に
疑
問
。
次
に
、
国

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
日
本
経
済
と
財
政

運
営
あ
る
い
は
、
地
方
財
政
等
の
動

向
を
考
慮
し
な
が
ら
、「
酒
々
井
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
酒
々
井
町

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
　
１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る

な
ど
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
計
画

の
目
標
達
成
に
向
け
、
事
業
の
投
資

効
果
お
よ
び
緊
急
性
に
十
分
配
慮
さ

私は 賛 成 です 私は 反 対 です

平成27年度決算に関する討論

各
種
施
策
で
議
論
、
説
明
が

不
十
分
で
あ
り
反
対

事
業
の
投
資
効
果
、
緊
急
性

に
十
分
配
慮
し
て
お
り
賛
成

地
福
　
美
枝
子
　
議
員

事
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

は
、
や
り
方
が
不
公
平
、
説
明
が
不

十
分
で
反
省
が
必
要
。
次
に
、
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
は
優
先
度
を

高
め
て
早
期
整
備
す
べ
き
。
次
に
、

福
祉
や
教
育
に
大
き
く
予
算
配
分
し

負
担
軽
減
を
。
紙
お
む
つ
を
す
べ
て

の
必
要
な
人
に
、
ま
た
就
学
援
助
の

基
準
を
１
・
３
に
。
次
に
、
す
で
に

設
計
し
議
会
に
出
さ
れ
て
い
る
事
業

費
を
明
ら
か
に
し
な
い
傾
向
で
議
会

軽
視
。
次
に
、
仕
事
が
増
え
つ
つ
あ

る
行
政
。
充
分
な
職
員
の
配
置
、
増

員
を
し
て
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
り
反
対
。

れ
た
事
務
事
業
の
執
行
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
個
別
事
業
で
は
、
町
道

０
２
‐
０
０
６
号
線
の
財
産
取
得
に

つ
い
て
は
、
沿
線
に
将
来
的
な
計

画
も
あ
り
、
土
地
開
発
基
金
で
購

入
す
る
な
ど
町
の
将
来
を
見
据
え

た
事
業
で
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
施
設
用
地

に
つ
い
て
も
計
画
的
な
事
業
で
あ
り

意
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

、

＜町債（借金）残高の推移＞＜財政調整基金（貯金）の推移＞

54 億円12 億円

８億円

４億円

50 億円

46 億円

42 億円

38 億円0円

H24 H24H25 H25H26 H26H27 H27

越
川
　
　
司
　
議
員

※臨時財政対策債とは、地方交付税として交付するべき財源（国の地方交付税特別会計の財源）が不足した場合に、地方交付税を減額し、減額分　
　を地方公共団体自らが地方債として発行する制度です。元利償還金に要する費用は後年度の基準財政需要額に算入（地方交付税措置）されます。
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決　算

＜決算審査特別委員会＞
委員長　 藤　博　　　副委員長　御園生　浩士
委　員　濵口　信昭　　　須藤　伸次　　　那須　光男　　　竹尾　忠雄

決算審査特別委員会での意見・要望事項
〔全般的事項〕
○町税の徴収率は、個人町民税をはじめ全般に徴収率
　が増加しており、成果が認められる。今後も財源確
　保に努力いただきたい。

〔一般会計〕
○青少年交流の家、子育て支援拠点施設等の各種事業
　の遂行にあたっては、明確な方針、計画を策定し住
　民や議会への説明責任を果たし、ＰＤＣＡサイクル
　の推進を徹底していただきたい。

○職員研修について、職員の資質向上のため、より多
　くの職員が受講できるような体制をつくり、研修成
　果を業務に反映するよう努められたい。

○町ホームページ等を用いて情報提供、情報発信をする際には、多くの方々が簡単に必要な情報を得ら
　れるよう工夫をされたい。また、情報公開の範囲を広げるよう努められたい。

○町の魅力づくりとしての観点から、若い世代が町に住みたいと思えるような保育料の設定を検討され
　たい。

〇ふれ愛タクシーについて、高齢化社会に向けた対応として、より機能を充実させ、町民が利用しやす
　い運用方法に見直しされたい。また、土日運行を含めた検討結果を示されたい。

○中学校の体育館屋根補修およびグラウンド整備については、生徒の安全を確保する観点から、要望も
　多くあり、早期整備に努められたい。

※上記の意見・要望事項については、極力次年度以降の予算に反映させるよう検討されたい。なお、検
　討結果については、当初予算説明時に議会に対して説明されたい。　

◆議案第 2 号　平成 2 7 年度各種会計決算額◆

◆議案第 3 号　平成 2 7 年度水道事業会計決算額◆

◆議案第 4 号　平成 2 7 年度下水道事業会計決算額◆

会計区分 一般会計  特別会計 議決結果

歳入総額 68億6263万4千円 42億9355万1千円 29億4949万5千円 11億5191万7千円 1億9213万9千円 原案可決
（賛成11人　反対4人）歳出総額 62億2286万4千円 41億8409万3千円 28億5333万円 11億4031万3千円 1億9045万円

国民健康保険 介護保健 後期高齢者医療

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 議決結果

5億8239万5千円 3億8452万5千円 810万5千円 3億8914万3千円 原案可決（賛成15人　反対0人）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 議決結果

3億8902万円 3億9711万円 8559万9千円 1億7379万9千円 原案可決（賛成15人　反対0人）

町のお金の使い方を３日間かけ審議しました

※PDCAサイクルとは、Plan（計画）Do（実行）Check（評価）Action（改善）を繰り返し、業務を継続的に改善していくことです。
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議　案

議
　
案

　

学
校
給
食
費
徴
収
事
務
を
町
が
行

う
こ
と
に
改
め
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

平
成
27
年
度
決
算
の
確
定
等
に
伴

う
も
の
で
、
国
庫
償
還
金
の
増
額
、

料
金
改
定
に
伴
う
郵
便
料
の
増
額
に

よ
り
、
１
２
０
８
万
５
千
円
を
増
額

す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
化
に
伴
う
費
用
、

酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
補
助
金
、
中
学
校
の
音
楽
楽
器
購

入
費
用
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
の
充
実
を
図
る
た
め
「
あ
い
あ

い
ル
ー
ム
」
臨
時
保
育
士
賃
金
の
増

額
、
飼
料
用
米
等
拡
大
支
援
事
業
補

助
金
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
学
校

給
食
費
徴
収
に
関
す
る
移
行
・
準
備

費
用
等
に
よ
り
、
９
６
０
０
万
２
千

円
を
増
額
す
る
も
の
。

※
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
９
月
議
会
で
上
程
さ
れ

た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
郷
土
愛
の
醸
成
と
交
流
が
拡
大
、
事
業
の
継
続
を
期
待

千
葉
氏
ゆ
か
り
の
祭
り
が
現
代
に
復
活

＜一般会計補正予算額＞

補正前 64億9520万5千円

補正額 9600万2千円

合　計 65億9120万7千円

＜国民健康保険
特別会計補正予算額＞

補正前 30億3018万4千円

補正額 1208万5千円

合　計 30億4226万9千円

【
議
案
第
１
号
】

学
校
給
食
費
の
徴
収
を
町
が

行
う
よ
う
条
例
を
制
定
す
る

も
の

【
議
案
第
６
号
】

平
成
27
年
度
決
算
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
を
増
額

【
議
案
第
５
号
】

制
度
改
正
に
伴
う
も
の
な
ど

に
よ
り
一
般
会
計
を
増
額

【
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
４
号
】

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事

業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認

定
を
求
め
る
も
の

千葉氏まつりでは千葉氏ゆかりの地域の方々も仮装行列に参加しました

親子の相互交流により不安感等の
緩和が期待されるあいあいルーム
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議案・討論

　

人
事
異
動
等
に
伴
い
収
益
的
支
出

を
22
万
７
千
円
、
資
本
的
支
出
を

３
４
２
４
万
９
千
円
増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

学
校
給
食
費
は
、
受
益
者
負
担
が

原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
３
点

の
こ
と
を
考
慮
し
、
賛
成
す
る
。

　

１
点
目
は
、
教
職
員
の
授
業
以
外

の
業
務
負
担
が
減
り
、
児
童
・
生
徒

に
向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
こ
と
。

　

２
点
目
は
、
少
額
で
は
あ
る
が
、

各
家
庭
の
金
銭
的
負
担
が
軽
減
す
る

こ
と
。

　

３
点
目
は
、
毎
年
給
食
費
が
完
納

さ
れ
ず
、
未
収
額
が
増
え
て
い
る
こ

と
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
こ
の
新
制
度

の
も
と
で
徴
収
結
果
を
検
証
す
る
こ

と
も
、
必
要
と
思
う
。
ま
た
、
町
職

員
の
不
納
欠
損
額
ゼ
ロ
円
を
目
指
す

決
意
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

担
当
者
に
給
食
費
未
収
金
ゼ
ロ
円

を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

議る

案賛

に成

す論

対討

学
校
、
家
庭
の
負
担
が
減

り
不
納
欠
損
額
ゼ
ロ
円
を

目
指
す
決
意
を
感
じ
賛
成

【
議
案
第
１
号
】御

園
生
　
浩
士
　
議
員

　

第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
業
務
委
託

に
伴
う
経
費
、
決
算
の
確
定
等
に
伴

い
、
１
３
２
４
万
４
千
円
を
増
額
す

る
も
の
。

　

平
成
27
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

い
、
１
６
８
万
９
千
円
を
増
額
す
る

も
の
。

　

収
益
的
収
入
は
、
平
成
26
年
度
減

価
償
却
費
を
過
大
に
計
上
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
過
年
度
損

益
修
正
に
５
９
３
２
万
２
千
円
を
増

額
、
ま
た
、
人
事
異
動
等
に
伴
い
、

収
益
的
支
出
を
17
万
８
千
円
減
額
、

資
本
的
支
出
を
４
５
６
万
８
千
円
増

額
、
職
員
給
与
費
を
４
３
９
万
円
増

額
す
る
も
の
。

【
議
案
第
７
号
】

平
成
27
年
度
決
算
に
よ
り
介

護
保
険
特
別
会
計
を
増
額

【
議
案
第
８
号
】

平
成
27
年
度
決
算
に
よ
り
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
を

増
額

【
議
案
第
９
号
】

過
年
度
損
益
修
正
等
で
水
道

事
業
会
計
を
増
額

＜介護保険特別会計補正予算額＞

補正前 12億1012万7千円

補正額 1324万4千円

合　計 12億2337万1千円

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

＜後 期 高 齢 者 医 療
　特 別 会 計 補 正 予 算 額 ＞

補 正 前 2億1849万9千円

補 正 額 168万9千円

合　 計 2億2018万8千円

＜水道事業会計補正予算額＞

収
益
的
収
入

補正前 5億6792万1千円
収
益
的
支
出

補正前 5億5589万4千円
資
本
的
支
出

補正前 2億7144万6千円

補正額 5932万2千円 補正額 △17万8千円 補正額 456万8千円

合　計 6億2724万3千円 合　計 5億5571万6千円 合　計 2億7601万4千円

＜下水道事業会計補正予算額＞

収
益
的
支
出

補正前 4億4154万4千円
資
本
的
支
出

補正前 2億1027万8千円

補正額 22万7千円 補正額 3424万9千円

合　計 4億4177万1千円 合　計 2億4452万7千円

【
議
案
第
　
号
】

人
事
異
動
に
伴
い
下
水
道
事

業
会
計
を
増
額

10



議会だより　しすい 8

発議・討論・報告

議
員
発
議

　

地
方
自
治
体
単
独
で
保
育
園
を
運

営
す
る
に
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
保

育
水
準
の
維
持
へ
の
対
応
が
財
政
的

に
困
難
で
あ
る
た
め
、
公
立
保
育
所

の
一
般
財
源
化
を
廃
止
し
、
直
接
補

助
制
度
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
を
国
に
提
出
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

待
機
児
童
の
解
消
は
施
設
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
保
育
士
不
足
も
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
原
因
と
し
て
保

育
士
の
賃
金
の
低
さ
や
労
働
条
件
の

厳
し
さ
が
あ
る
。
保
育
士
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
保
育
士
の
処
遇
を
大

幅
に
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
を
国
に
提
出
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
安
心
し
て

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
幼
稚

園
と
保
育
所
機
能
を
併
せ
持
つ
認
定

こ
ど
も
園
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
体

の
み
で
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
お
い
て
、
施
設
整
備
に
国
の
補
助

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

【
発
議
案
第
１
号
】

公
立
保
育
所
を
国
の
直
接
補

助
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

【
発
議
案
第
２
号
】

保
育
士
の
処
遇
を
大
幅
に
改

善
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

【
発
議
案
第
３
号
】

認
定
こ
ど
も
園
整
備
に
国
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の

【
発
議
案
第
４
号
】

農
業
を
強
化
す
る
農
業
改
革

を
求
め
る
も
の

見
書
を
国
に
提
出
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
価
格

の
低
迷
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
離
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
農
地
の
荒
廃
や
、
耕
作
放
棄
地

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
批
准
に
合
わ
せ
次
の
点
に
つ
い

て
緊
急
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
も
の
。

１　

肥
料
や
農
薬
な
ど
生
産
資
材
価

格
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
。

２　

農
家
の
収
入
を
穴
埋
め
す
る
収

入
保
険
の
創
設
を
す
る
こ
と
。

３　

農
産
物
の
輸
出
１
兆
円
目
標
に

向
け
た
方
策
を
す
る
こ
と
。

４　

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
制
度
の
具
体
化

を
す
る
こ
と
。

５　

次
世
代
農
業
の
人
材
育
成
を
す

る
こ
と
。

６　

加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示

の
拡
大
を
す
る
こ
と
。

７　

地
域
農
業
再
生
の
た
め
自
由
度

の
高
い
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

※
賛
成
多
数
で
可
決

　

最
大
の
問
題
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
に

合
わ
せ
」
で
あ
る
。
国
会
批
准
を
大

前
提
の
対
策
で
は
、
ど
ん
な
対
策
を

講
じ
て
も
農
業
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
国
会
決
議

は
関
税
の
撤
廃
、
削
減
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
て
い
た
が
、
政
府
は
国
会

決
議
に
反
し
て
、
重
要
５
品
目
29
％

（
１
７
０
品
目
）
で
関
税
撤
廃
に
合

意
し
た
。
日
本
は
、
現
在
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

も
と
77
万
ト
ン
の
米
を
輸
入
し
て
い

る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
輸
入
枠
が
さ
ら
に

８
万
ト
ン
近
く
増
え
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
が
最
大
の
対
策
で

あ
る
。「
農
家
の
収
入
を
穴
埋
め
す

る
収
入
保
険
の
創
設
」
を
要
望
し
て

い
る
が
、
過
去
５
年
間
の
収
入
が
基

準
で
あ
り
、
生
産
費
が
基
準
で
な
い

こ
と
か
ら
生
活
が
成
り
立
た
な
い
。

価
格
保
障
と
所
得
補
償
を
組
み
合
わ

せ
た
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
食

議る

案反

に対

す論

対討

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
を
前
提
と

し
た
意
見
書
に
は
反
対

【
発
議
案
第
４
号
】竹

尾
　
忠
雄
　
議
員

料
自
給
率
向
上
と
農
業
再
生
の
カ
ギ

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
批
准
を
前
提
に
し
た
意
見
書
に
反

対
す
る
。

報
　
告

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
役
場
分
庁
舎
建
設
事
業
」
が
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
。

　

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
、
監
査

委
員
の
意
見
を
付
け
て
報
告
す
る
も

の
。
一
般
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を

含
む
全
会
計
で
赤
字
額
は
な
く
、
早

期
健
全
化
の
基
準
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
健
全
段
階
に

あ
る
。

【
報
告
第
１
号
】

役
場
分
庁
舎
建
設
事
業
終
了

に
伴
う
も
の

【
報
告
第
２
号
】

財
政
健
全
化
判
断
比
率
、

資
金
不
足
比
率
の
報
告

保育の地域格差解消が求められています
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に

を
提
出

国

意
見
書

保
育
関
連
や
農
業
関
連
な
ど
の
意
見
書
を
提
出

　

９
月
定
例
会
で
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
発
議
案
４
件
が
い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
議
会
は
国
に

対
し
て
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

①
公
立
保
育
所
の
一
般
財
源
化
を
廃

　

止
し
、
直
接
補
助
制
度
に
す
る
こ

　

と
を
求
め
る
意
見
書

②
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

　

保
育
士
の
処
遇
を
大
幅
に
改
善
す

　

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

　

お
い
て
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の

　

施
設
整
備
に
国
の
補
助
制
度
を
創

　

設
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

④
農
業
を
強
化
す
る
農
業
改
革
を
推

　

進
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　

①
、
②
、
③
は
内
閣
総
理

大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

（
少
子
化
対
策
）大
臣
、衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長

④
は
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

選
　
挙

行
政
報
告

　
【
佐
倉
市
、
四
街
道
市
、
酒
々
井

町
葬
祭
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
】

　

佐
倉
市
、
四
街
道
市
、
酒
々
井
町

葬
祭
組
合
か
ら
、
規
約
変
更
に
よ
り

当
町
か
ら
１
名
組
合
議
員
を
選
出
す

る
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
９
月
27
日
に
佐
倉
市
、
四

街
道
市
、
酒
々
井
町
葬
祭
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
濵
口

信
昭
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
初
日
に
、
町
長
か
ら

４
件
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
抜
粋
を
掲
載
し
ま

す
。

　

酒
々
井
町
は
、
３
年
後
の
平
成
31

年
度
に
町
誕
生
１
３
０
年
を
迎
え
る

日
本
一
歴
史
の
古
い
町
で
す
。
こ
の

歴
史
あ
る
節
目
の
年
を
控
え
千
葉
県

初
と
な
る
国
指
定
史
跡
の
本
佐
倉
城

跡
を
中
心
に
町
の
歴
史
文
化
遺
産
を

活
用
し
、
町
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
高
め
る
と
と
も
に
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
図

る
た
め
、
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代

ま
で
当
町
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼

「
千
葉
氏
の
ま
つ
り
」を
復
活
、「
酒
々

井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
」
と
し
て
10
月

２
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り

は
、
町
内
の
各
種
団
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
で
構

成
さ
れ
る
「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
運
営
さ
れ
、
千
葉
氏
に
関
わ
り

の
あ
る
連
携
協
力
市
町
等
の
来
賓
の

方
々
を
お
招
き
し
、
町
民
の
方
だ
け

で
な
く
町
内
外
か
ら
も
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆
が
思
い
思

い
に
仮
装
を
す
る
「
ば
か
乗
り
」
や

「
競
馬
（
き
そ
い
う
ま
）」
な
ど
当
時

の
祭
礼
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
祭

事
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
再
現

す
る
も
の
で
、
町
民
、
特
に
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
酒
々
井

町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
よ
う
盛
大
に
催
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
台
風
９
号
の
対
応
、
老

人
福
祉
大
会
の
２
部
制
開
催
、
ち

び
っ
こ
天
国
プ
ー
ル
事
業
の
運
営
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
８
月
２
日
に
オ
ー
ク
ラ

千
葉
ホ
テ
ル
で
千
葉
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る
「
千
葉
県
町
村
議

会
議
員
研
修
会
」
に
当
町
の
町
議
会

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
限
界
集
落
を
救
っ

た
ス
ー
パ
ー
公
務
員
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
題
し
て
、
地
方
創
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
高
野
誠じ

ょ
う
せ
ん鮮

氏
か
ら
石
川
県

羽は
く
い咋
市
神み
こ
は
ら
子
原
地
区
で
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
ま
で
の
奮
闘
や
、
新
た
な

農
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、「
デ
ー
タ
と
事
例

で
学
ぶ
千
葉
の
活
性
化
へ
の
シ
ナ
リ

オ
」
と
題
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

究
所
の
田
中
章あ

き
お雄

氏
か
ら
商
品
の
付

加
価
値
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

手
法
を
学
び
ま
し
た
。

議
員
研
修
会

意見書・選挙・行政報告・研修会

濵口信昭　議員

少子化対策として子育て支援を要望

農家の後継者対策として農業改革を要望

今後のまちづくりに生かしていきます
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各常任委員会での 審査結果審査結果
委員　◎佐藤／○那須
　　　　御園生／内海
　　　　江澤／平澤

総務常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第５号 平成２８年度酒々井町一般会計補正予算（第２号）委員会担当分野 ５ ０ 原案可決

教育民生常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第１号 酒々井町学校給食費に関する条例の制定について ４ ０ 原案可決

議案第５号 平成２８年度酒々井町一般会計補正予算（第２号）委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第６号 平成２８年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ４ ０ 原案可決

議案第７号 平成２８年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

議案第８号 平成２８年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

※経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、農業委員会に
　ついての審査を担当

委員　◎酒瀬川／○須藤
　　　　川島／竹尾
　　　　小早稲

経済建設常任委員会

件　　　　　　　　　　　　名
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第５号 平成２８年度酒々井町一般会計補正予算（第２号）委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第９号 平成２８年度酒々井町水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

議案第 10 号 平成２８年度酒々井町下水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

◎…委員長
○…副委員長

※議会事務局、総務課、企画財政課、
　会計課、選挙管理委員会、監査委員
　その他の事務についての審査を担当

委員　◎髙﨑／○濵口
　　　　齊藤／越川
　　　　地福

各常任委員会の審議結果

税務住民課、住民協働課、健康福
祉課、教育委員会、固定資産評価
　

※

審査委員会についての審査を担当



本会議での 議決結果議決結果
議案と議決結果（町長提出のもの）

番号 件　　　　　　　　　　名
本会議の採決結果

賛成 反対 結果

１ 酒々井町学校給食費に関する条例の制定について 15 ０ 原案可決

２ 平成２７年度酒々井町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定について 11 ４ 原案認定

３ 平成２７年度酒々井町水道事業会計決算の認定について 15 ０ 原案認定

４ 平成２７年度酒々井町下水道事業会計決算の認定について 15 ０ 原案認定

５ 平成２８年度酒々井町一般会計補正予算（第２号） 15 ０ 原案可決

６ 平成２８年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 15 ０ 原案可決

７ 平成２８年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第１号）　 15 ０ 原案可決

８ 平成２８年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 15 ０ 原案可決

９ 平成２８年度酒々井町水道事業会計補正予算（第１号）　 15 ０ 原案可決

10 平成２８年度酒々井町下水道事業会計補正予算（第１号） 15 ０ 原案可決

発議案と議決結果（議員提出のもの）

番号 件　　　　　　　　　　名 提　出　者
本会議の採決結果

賛成 反対 結果

１
公立保育所の一般財源化を廃止し、直接補助制度にするこ
とを求める意見書の提出について

酒瀬川 健一議員
他３名

15 ０ 原案可決

２
保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善す
ることを求める意見書の提出について

小早稲 賢一議員
他２名

15 ０ 原案可決

３
子ども・子育て支援新制度において、公立認定こども園の
施設整備に国の補助制度を創設することを求める意見書の
提出について

平澤　昭敏議員
他３名

15 ０ 原案可決

４
農業を強化する農業改革を推進することを求める意見書の
提出について

髙﨑　長雄議員
他２名

11 ４ 原案可決

11議会だより　しすい

議決結果



　一般質問は、町の行財政全般にわたって、執行機関に疑
問点をただし見解を求めるものです。
　９月定例会の一般質問は、１３日と１４日の２日間に
１０名の議員が経済化対策、福祉施策、防犯防災対策など
行政全般にわたり今後の対応策などについて、活発な質問
を行いました。
　「議会だより　しすい」に掲載されている内容は紙面の
都合上、要点のみとなっています。詳細については、町図
書館（プリミエール酒々井内）で会議録をご覧ください。
また、町のホームページからもご覧いただけます。９月定
例会の会議録は、１２月上旬以降、閲覧することができま
す。

ここが　 きたいここが　 きたいここが　 きたい聞聞聞

酒々井町マスコットキャラクター
井戸っこ（しすいちゃん）

般 質 問 で 町 の 考 え を 問 う一

１　青少年交流の家について
２　乗り上げブロックについて
３　徴収業務について

１　老人福祉大会について
２　ＪＲ、京成酒々井駅前に障がい者用乗降スペース
　　の確保について
３　検診の受診率アップについて
４　大丈夫シール、避難所運営ガイドラインについて

１　岩橋保育園を中心とした一貫した子育て支援拠点
　　について
２　空き家を活用したまちづくりについて
３　ハザードマップについて

１　介護施策について
２　町道０２－００６号線道路改良事業について
３　青少年交流の家の整備について

１　青少年交流の家の工事について
２　保育士の待遇改善について
３　新中川橋周辺の生活道路の改善と排水路の清掃に
　　ついて
４　上野作歩道橋のグリーンベルトの有効活用について
５　電子入札結果公表について

１　第５次総合計画（後期）について

１　学校給食費の徴収方法と給食費の補助、減額に
　　ついて
２　子育て支援事業について
３　酒々井町歴史博物館の建設について

１　台風被害について　　２　財産の取得について
３　町道０２－００６号線道路改良事業と合わせて行
　　う調節池について
４　社会資本整備総合交付金の平成２８年度事業内容
　　と計画について
５　東酒々井第２土地区画整理について

１　介護保険の現状について　　２　子育て支援について
３　学校給食費について　　４　高校の奨学資金補助
　　について　　５　中学校のグラウンド拡張について
６　青少年交流の家について

１　防災拠点としての中央台公園の排水工事及び不陸
　　整正工事について
２　中川治水事業調節池計画と隣接町道０２－００６
　　号線に東酒々井はつらつ東通りを接続する道路網
　　の構築について
３　ＩＣアクセス道路の状況について

No.1　御園生　浩士　議員・・・・Ｐ13 No.6　川島　 彦　議員・・・・・Ｐ15

No.2　那須　光男　議員・・・・・Ｐ13

No.7　佐藤　修二　議員・・・・・Ｐ16

No.3　平澤　昭敏　議員・・・・・Ｐ14

No.8　須藤　伸次　議員・・・・・Ｐ16

No.4　濵口　信昭　議員・・・・・Ｐ14

No.9　竹尾　忠雄　議員・・・・・Ｐ17

No.5　 藤　博　議員・・・・・・Ｐ15
No.10　地福　美枝子　議員・・・Ｐ17
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一般質問

※一般質問は本紙に掲載してあるものをゴシック体で表記してあります。



問
　
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
が
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
工
事
の
仕
様
書
を
作
成
し
た
の
か

②
　
作
成
し
た
と
す
れ
ば
請
負
業
者
に
な
ぜ

提
示
し
な
か
っ
た
の
か
そ
の
理
由
を

③
　
町
道
に
接
続
す
る
接
道
用
階
段
通
路
に

つ
い
て
の
工
事
内
容
が
契
約
時
に
含
ま
れ
て

い
た
の
か
否
か
を

④
　
含
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
工
事
の
種

類
と
費
用
を

⑤
　
階
段
通
路
幅
を
60
㎝
と
し
た
理
由
を

⑥
　
階
段
を
利
用
す
る
青
少
年
に
傷
害
が
発

生
す
る
と
の
危き

ぐ惧
が
、
２
月
の
段
階
で
町
民

か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
改

善
策
を
い
つ
の
時
点
で
作
成
し
、
工
事
の
変

更
を
業
者
に
申
し
入
れ
た
の
は
い
つ
な
の
か
。

⑦
　
本
年
６
月
議
会

初
日
に
竹
尾
議
員
か

ら
「
町
に
は
何
ら
非

は
な
い
の
か
」
と
の

質
問
に
対
し
て
生
涯

学
習
課
長
は
「
こ
れ

に
関
し
て
は
答
弁
を

差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
答

弁
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
３
月
25
日

と
い
う
工
期
が
過
ぎ
て
も
完
成
し
な
い
た

め
、
町
長
は
３
月
31
日
に
契
約
解
除
通
知
を

相
手
方
に
郵
送
し
ま
し
た
。
工
期
を
そ
れ
な

り
に
延
長
し
て
一
刻
も
早
く
完
成
さ
せ
よ
う

と
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
町
長
お

答
え
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
①
、
②
工
事
の
仕
様
を
含

め
た
設
計
書
を
入
札
時
に
提
示
し
、
契
約
書

に
も
添
付
し
て
い
る
。

③
　
契
約
時
の
設
計
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

④
　
外
構
工
事
に
入
っ
て
い
る
。

⑤
　
建
築
基
準
法
の
接
道
要
件
の
60
㎝
と
し
た
。

⑥
　
歩
道
側
か
ら
見
え
に
く
い
と
の
意
見
が

あ
り
、
改
良
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現
在
は

施
工
業
者
の
持
ち
物
と
な
っ
て
い
る
た
め
手

が
出
せ
な
い
。

町
長
　
⑦
　
施
工
業
者
か
ら
１
月
に
５
０
０

万
円
の
増
額
要
求
が
あ
り
、
説
明
を
求
め
た

が
、
増
額
理
由
等
が
示
さ
れ
ず
正
常
な
契
約

関
係
が
維
持
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
町
は

出
来
高
精
算
に
備
え
、
予
算
の
繰
り
越
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
施
工
業
者
か
ら
の
申
し
入

れ
は
契
約
額
を
上
回
る
金
銭
の
要
求
の
み
で

あ
る
。

問
　
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
者
は
、
各
法

令
の
何
条
何
項
に
違
反
し
、
ど
の
様
な
罰
が

あ
る
の
か
伺
う
。

副
町
長
　
道
路
法
第
43
条
第
１
項
第
２
号
で

禁
止
行
為
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

道
路
法
第
１
０
２
条
で
１
年
以
下
の
懲
役
又

は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
広
報
等
に
お
い
て
注

意
喚
起
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
酒
々
井
町
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例

第
６
条
第
２
項
で
督
促
手
数
料
の
額
は
、
督

促
状
１
通
に
つ
き
２
０
円
と
す
る
。
と
あ
る

が
実
情
に
即
し
た
金
額
に
条
例
変
更
す
べ
き

と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
手
数
料
の
根
拠
に
つ
い

て
は
、
当
条
例
を
制
定
し
た
頃
の
通
常
郵
便

葉
書
の
料
金
と
思
わ
れ
る
の
で
、
近
隣
市
町

の
状
況
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
税
を
は
じ
め
給
食
費
等
の
徴
収
業
務

に
つ
い
て
、
過
去
５
年
の
不
納
欠
損
額
と
延

べ
件
数
を
伺
う
。

税
務
住
民
課
長
　
町
民
税
は
４
３
０
３
万
７

６
９
５
円
で
７
１
２
件
。
固
定
資
産
税
は
、

３
５
６
９
万
４
７
９
６
円
で
４
５
３
件
。
都

市
計
画
税
は
、
３
２
０
万
８
５
０
４
円
で
４

５
３
件
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
１
億
３
４

９
６
万
８
３
６
６
円
で
１
２
６
６
件
。
軽
自

動
車
税
は
、
２
７
８
万
２
７
０
０
円
で
３
３

０
件
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課
長
　
介
護
保
険
料
は
、
１
６
７

１
万
５
５
５
０
円
で
５
９
８
件
で
あ
る
。

こ
ど
も
課
長
　
保
育
料
は
、
３
４
２
万
４
５

５
０
円
で
32
件
で
あ
る
。

上
下
水
道
課
長
　
上
下
水
道
使
用
料
は
２
８

７
万
２
３
５
４
円
で
７
８
０
件
で
あ
る
。

学
校
教
育
課
長
　
給
食
費
は
１
２
８
万
２
６

６
円
で
12
件
で
あ
る
。

一般質問
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那須　光男議員

問答
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
問
題

工
事
の
仕
様
書
は
町
が
作
成
し
た
の
か

工
事
の
仕
様
書
を
含
め
た
設
計
書
を

町
が
作
成
し
契
約
書
に
も
添
付
し
た

あ
問答
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
者
は
法
令
違
反
か

道
路
法
に
よ
り
禁
止
行
為
が
定
め
ら
れ

て
お
り
罰
金
等
も
定
め
ら
れ
て
い
る

道路に置かれた乗り上げブロック

道
路
占
用
料
に
関
す
る
督
促
手
数
料
を

実
情
に
即
し
た
金
額
に
変
更
す
べ
き

徴
収
業
務
に
お
け
る
不
納
欠
損
額
と
件
数
は 御園生 浩士議員

建設が中断している青少年交流の家
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問
　
岩
橋
保
育
園
の
そ
ば
に
新
設
予
定
の
子

育
て
支
援
拠
点
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

①
　
他
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ

う
な
、
妊
娠
期
か

ら
就
学
ま
で
、
母

子
保
健
型
利
用
者

支
援
事
業
等
の
健

康
福
祉
系
支
援
を

含
め
一
貫
し
て
実

施
す
る
施
設
と
し

な
い
の
に
は
、
何

か
理
由
が
あ
る
の

か
。

②
　
健
康
福
祉
系

利
用
者
支
援
事
業

を
別
の
施
設
に
分

離
し
て
実
施
す
る

現
在
の
計
画
に
つ

い
て
、
利
用
者
の

意
見
は
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

③
　
本
件
に
関
す

る
町
長
、
副
町
長

の
意
見
は
如
何

か
。

こ
ど
も
課
長
　
①
　
母
子
手
帳
の
交
付
か
ら

小
学
校
就
学
時
ま
で
の
専
門
的
な
支
援
に
つ

い
て
は
、
一
貫
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
お
り
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
と
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
が

十
分
な
連
携
を
心
が
け
、
活
動
し
て
い
き
た

い
。

②
　
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
「
酒
々
井
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
」
の
結
果
を
参
考
に
検
討
し
て
き
た
。

副
町
長
　
③
　
濵
口
議
員
の
ご
質
問
を
ご
意

見
と
し
て
承
り
ま
す
。

問
　
３
月
議
会
で
報
告
の
あ
っ
た
空
き
家
の

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
空
き
家
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
の
具
体
的
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。
特
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
展

開
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長
　
町
内
の
空
き
家
調
査
の
結
果
か
ら
、

町
の
状
況
に
沿
っ
た
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置

な
ど
効
果
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

持
ち
主
の
意
向
調
査
、
庁
内
各
課
と
の
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
空
き
家
バ
ン
ク

の
事
業
化
が
図
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
　「
大
丈
夫
シ
ー
ル
」
の
作
成
、
配
布
と

災
害
時
に
真
に
機
能
す
る
避
難
所
を
作
る
た

め
の
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
課
長
　
大
丈
夫
シ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
行
っ
て

い
る
町
内
の
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
も
あ

り
、
さ
ら
に
浸
透
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
「
避
難
所

運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
本
年

５
月
に
職
員
向
け
の
「
災
害
時
等
の
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
初
期
初
動
編
」
を
作
成

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
長
期
に
わ

た
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
災
害
時
に

お
け
る
要
配
慮
者
へ
の
対
応
も
含
め
た
も
の

を
作
成
す
る
。

問
　
個
人
の
健
康
管
理
の
た
め
の
検
診
率
が

20
％
か
ら
30
％
と
低
い
が
、
受
診
率
ア
ッ
プ

の
対
策
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長
　
町
で
は
、
自
治
会
へ
の
回

覧
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ま
た
、
幼
児
検
診

の
通
知
に
が
ん
検
診
の
チ
ラ
シ
を
同
封
、
さ

ら
に
検
診
時
に
健
康
教
育
を
実
施
し
、
が
ん

検
診
の
大
切
さ
や
継
続
受
診
の
必
要
性
を
勧

め
る
な
ど
、検
診
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

節
目
の
年
齢
の
方
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
、無
料
で
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

受
診
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
個
別
検
診

に
よ
る
対
応
や
、
い
く
つ
か
の
検
診
を
同
日

に
実
施
す
る
な
ど
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
受
診
し
や
す
い
検
診
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

濵口　信昭議員

問答
子
育
て
支
援
拠
点
に
健
康
福
祉
系
支
援

を
含
め
な
い
理
由
は

保
健
セ
ン
タ
ー
と
新
し
い
子
育
て
支
援

施
設
が
十
分
な
連
携
を
心
が
け
る

問答
災
害
時
に
真
に
機
能
す
る
取
り
組
み
は

各
種
団
体
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

東酒々井６丁目のアイビネオハイツでは大丈夫シール
の掲示訓練なども自主的に行っています

子育て支援の充実により若い世帯が住みやすいまちづくりが期待されます

平澤　昭敏議員

検
診
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
計
画
は
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一般質問

問
　
①
　
第
５
次
総
合
計
画
（
前
期
）
の
大

き
な
目
標
で
あ
っ
た
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
開
設
が
実
現
し
、
交
流
人
口
が
飛
躍

的
に
増
加
し
た
。
そ
こ
で
、
特
に
交
流
人
口

の
増
加
等
に
対
応
す
る
向
こ
う
５
年
間
（
後

期
）
の
計
画
を
伺
う
。

②
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ

た
24
路
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
優
先
順

位
と
そ
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
観
光
用
駐

車
場
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
計
画
で
拠
点
整
備
、
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
設
置
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
充
実
、

特
産
品
・
土
産
品
販
売
や
休
憩
所
な
ど
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

④
　
本
佐
倉
城
は
観
光
資
源
の
中
心
的
役
割

を
担
う
と
と
も
に
町
民
の
歴
史
認
識
を
高
め

る
存
在
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
後
期
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

な
お
、
向
根
古
谷
の
保
存
地
域
指
定
の
考
え

に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。
ま
た
、
有
料
ガ

イ
ド
育
成
等
を
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
観
光

事
業
に
つ
い
て
今
後
の
行
動
計
画
を
伺
う
。

町
長
　
①
　
今
後
ま
す
ま
す
進
む
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
が
重
要
な
施
策
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け

た
各
種
取
り
組
み
を
町
全
体
で
戦
略
的
に
施

策
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
②
　
24
路
線
の
う
ち
未

整
備
の
も
の
が
10
路
線
、
10
路
線
の
う
ち
優

先
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
２
路
線
に
つ
い
て

事
業
に
着
手
し
た
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
に
は
必
要
と
の
考
え
も
基
本
計

画
策
定
時
に
は
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

経
済
環
境
課
長
　
③
　
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

は
、
設
置
場
所
を
含
め
検
討
を
進
め
て
い
く
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

会
を
支
援
し
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
特
産
品
等
は
拠
点
施
設
を
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
課
長
　
④
　
現
在
、
ト
イ
レ
、
管

理
詰
所
等
の
便
益
施
設
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
積
極
的
な
交
流
人
口
の
増
加
、
観
光
資

源
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
向
根
古
谷
は
指
定
地
拡
大
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
は
、
酒
々
井
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会

を
今
後
も
支
援
し
、
有
料
化
も
含
め
た
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
①
　
要
支
援
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
各
市
町
村
の
事

業
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
両
サ
ー
ビ
ス
は
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
全
体

の
６
割
を
占
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

大
事
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
最
低
限
、対
象
者
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
自
己
負
担
額
等
は
「
現
行

水
準
を
維
持
す
べ
き
」
と
考
え
る
が
、
町
の

基
本
方
針
を
伺
う
。

②
　
今
回
の
制
度
改
正
で
町
の
財
政
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

③
　
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
の
残
高
は

２
億
３
６
０
０
万
円
、
65
歳
以
上
の
方
か
ら

の
介
護
保
険
料
は
約
２
億
９
0
０
０
万
円
で

あ
る
。
累
積
額
を
活
用
し
て
平
成
29
年
度
の

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
が
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
①
　
町
で
は
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
基
準
を
維
持
し
た
ま
ま
移
行
す
る
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
　
総
合
事
業
に
対
す
る
国
、
県
か
ら
の
交

付
対
象
の
上
限
内
で
あ
れ
ば
町
の
負
担
は
変

わ
ら
な
い
。

③
　
基
金
の
残
高
を
考
慮
し
な
が
ら
、
第
７

期
酒
々
井
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
道
０
２
‐
０
０
６
号
線
改
良
事
業
に

つ
い
て
、
本
事
業
は
Ｊ
Ｒ
線
を
横
断
し
て
国

道
２
９
６
号
と
国
道
51
号
を
結
ぶ
道
路
を
新

設
し
、
併
せ
て
中
川
調
節
池
も
整
備
す
る
計

画
と
の
こ
と
だ
が
、
少
な
く
て
も
20
億
円
を

超
え
る
大
規
模
な
事
業
に
な
る
と
思
わ
れ
る

の
で
事
業
計
画
、
完
了
年
度
、
総
事
業
費
や

財
源
内
訳
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

副
町
長
　
Ｊ
Ｒ
線
の
交
差
部
が
高
架
に
す
る

の
か
地
下
方
式
に
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
、
現
時
点
で
は
完
了
年
度
や
総
事
業
費
も

合
わ
せ
て
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

川島　 彦議員

問答
交
流
人
口
増
加
に
対
応
す
る
計
画
は

各
種
取
り
組
み
を
町
全
体
で
戦
略
的
に

施
策
展
開
し
て
い
き
た
い

問答
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
新
総
合
事
業
に

移
行
し
て
も
現
状
を
維
持
す
べ
き

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
ま
ま

移
行
す
る
方
向
で
準
備
を
し
て
い
る

国道51号と国道296号をつなぐには
ＪＲの線路を通過する必要があります
※写真は殿部田踏切

国
道
51
号
と
２
９
６
号
を
つ
な
ぐ
町
道
と

調
節
池
建
設
の
事
業
計
画
の
詳
細
は

藤　　博議員
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一般質問

問
　
町
は
３
年
後
の
平
成
31
年
に
は
町
制

１
３
０
周
年
を
迎
え
、「
日
本
一
古
い
町
」

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
永
続
を
願
う
一
町

民
と
し
て
、
町
の
歴
史
の
深
さ
を
よ
り
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
酒
々
井

町
歴
史
博
物
館
」
の
建
設
を
提
案
す
る
が
町

の
考
え
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
、
町
の
顔
づ
く
り
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
文
化
財
の
展
示
や
町

を
紹
介
す
る
交
流
支
援
拠
点
を
含
め
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
く
の
で
、

そ
の
中
で
場
所
や
財
政
負
担
を
視
野
に
含
め

た
総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
学
校
給
食
費
は
現
在
、
学
校
職
員
が
通

常
業
務
以
外
で
徴
収
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
学
校
職
員
に
は
本
来
の
教
育
業
務
に

専
念
し
、
生
徒
の
学
力
・
体
力
ア
ッ
プ
に
努

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
同
時
に
給
食
費
の
補

助
、
減
額
を
検
討
し
て
も
ら
い
徴
収
率
が
さ

ら
に
向
上
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
少
子

化
対
策
に
も
な
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
給
食
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
町
が
徴
収
事
務
を
行
う
こ

と
で
、
現
在
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
振

込
手
数
料
は
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

教
職
員
の
時
間
的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
る
。

学
校
教
育
課
長
　
給
食
費
の
補
助
お
よ
び
軽

減
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
町
で
子
育
て
支
援
事
業
が
色
々
行
わ
れ

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
支
援
の
切

れ
目
な
い
一
連
の
流
れ
を
確
認
す
る
も
の
が

な
く
、
わ
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
町
民
に
対

し
て
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
全
過
程
に
対

す
る
「
酒
々
井
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
な
ど
の
子

育
て
支
援
策
の
全
体
像
を
わ
か
り
や
す
く
示

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長
　
昨
年
度
に
「
し
す
い
ま
ち
子

育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
こ

ど
も
課
窓
口
に
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
妊
娠
届
出
時
、
乳
児
相
談
時
、

幼
児
健
診
時
に
配
布
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
①
　
計
画
検
討
さ
れ
た
中
川
調
節
池
は

過
去
77
ミ
リ
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
を

参
考
に
規
模
は
考
え
ら
れ
、
面
積
は
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
調
節
池
の
容
量
は
５
万
立
米
（
約

５
万
ト
ン
）
で
計
画
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
全
国
各
地
で
発
生
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は

１
０
０
ミ
リ
の
雨
量
も
珍
し
く
な
く
、
調
節

池
全
体
の
面
積
お
よ
び
容
量
を
拡
大
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

②
　
中
川
調
節
池
は
位
置
的
に
駅
に
近
く
近

接
に
は
中
心
市
街
地
も
あ
る
。
ま
た
、
隣
接

に
は
医
療
機
関
進
出
の
話
も
聞
か
れ
て
お
り
、

単
な
る
草
が
繁
茂
し
て
い
る
調
節
池
で
は
な

く
、
自
主
的
な
維
持
管
理
が
で
き
、
多
く
の

人
々
が
楽
し
め
る
親
水
公
園
と
し
て
の
調
節

池
計
画
に
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

③
　
町
道
０
２
‐
０
０
６
号
線
は
将
来
的
に

国
道
51
号
と
国
道
２
９
６
号
を
結
ぶ
町
道
の

主
要
な
道
路
網
に
な
る
と
思
う
。
道
路
の
新

設
や
築
造
は
地
域
開
発
の
先
導
役
と
も
言
わ

れ
る
が
こ
の
町
道
０
２
‐
０
０
６
号
線
に
東

酒
々
井
１
丁
目
で
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い

る
「
は
つ
ら
つ
東
通
り
」
を
調
節
池
の
脇
を

通
っ
て
接
続
す
る
道
路
の
新
設
築
造
を
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
町
の
見
解
を
伺
う
。

ま
た
、
こ
の
道
路
は
緊
急
時
の
消
防
車
や
救

急
車
の
迅
速
性
に
寄
与
で
き
、
将
来
的
に
中

川
踏
切
の
渋
滞
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

町
長
　
①
　
最
近
の
降
雨
状
況
は
異
常
降
雨

が
多
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
超
過
洪
水
対
策

も
踏
ま
え
現
在
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
か
ら
国
道
51
号
の
間
に
病
院
の
開
設
計
画

が
あ
り
、
そ
の
調
節
池
も
中
川
流
域
の
洪
水

処
理
計
画
に
含
め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て

お
り
、
異
常
降
雨
時
に
は
超
過
流
量
を
分
担

さ
せ
る
構
造
仕
様
に
す
る
な
ど
、
今
後
、
事

業
者
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
　
調
節
池
を
将
来
的
に
多
く
の
人
が
楽
し

め
る
親
水
公
園
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
中
川
流
域
水
循
環
系
再
生
計
画
策
定
委
員

会
」
の
提
言
書
の
中
で
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
を
図
る
よ
う
提
言
さ
れ
て
い
る
の

で
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
調
整
池
を
具
体
化

と
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
　
町
道
０
２
‐
０
０
６
号
線
に
東
酒
々
井

駅
前
通
り
か
ら
の
「
は
つ
ら
つ
東
通
り
」
を

接
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ご
質
問
の
と

お
り
、
具
体
化
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

須藤　伸次議員

問答
酒
々
井
町
歴
史
博
物
館
を
建
設
し
町
の

歴
史
の
深
さ
を
周
知
す
べ
き

場
所
や
財
政
負
担
を
視
野
に
含
め

総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く

問答
計
画
さ
れ
て
い
る
調
節
池
の
規
模
を

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
て
拡
大
す
べ
き

異
常
降
雨
が
多
い
状
況
に
あ
り
超
過

洪
水
対
策
も
踏
ま
え
検
討
す
る

佐藤　修二議員

子
育
て
支
援
策
の
全
体
像
が
確
認
で
き
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
周
知
す
べ
き

学
校
給
食
費
の
徴
収
方
法
の
変
更
と

補
助
、減
額
を
検
討
す
べ
き



17議会だより　しすい

一般質問

問
　
①
　
介
護
１
と
２
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
希
望
者
が
０
人
に
な
っ
た
理
由
は
。

②
　
来
年
（
平
成
29
年
）
か
ら
の
新
総
合
事

業
と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
①
　
今
年
の
１
月
１
日
現

在
、
要
件
を
満
た
す
希
望
者
が
い
な
か
っ
た
。

②
　
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
介
護

予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
を
町

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
①
　
国
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
町
は
策
定
し
な
い
の
か
。

②
　
就
学
援
助
に
つ
い
て
、
町
の
援
助
額
を

１
・
０
で
は
な
く
１
・
３
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、

民
生
委
員
の
面
談
を
な
く
す
こ
と
、
援
助
項

目
を
増
や
す
こ
と
な
ど
の
充
実
を
す
べ
き
。

ま
た
、
制
度
を
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
広
報

に
掲
載
し
周
知
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

健
康
福
祉
課
長
　
①
　
今
後
も
国
等
の
動
向

を
注
視
し
、
各
種
支
援
が
図
れ
る
よ
う
関
係

課
と
の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長
　
②
　
所
得
指
数
は
妥
当
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
民
生
委
員
に
よ
る
面

接
等
は
事
務
上
貴
重
な
情
報
と
な
り
、
今
後

も
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
周
知
は

入
学
説
明
会
時
に
資
料
の
配
布
、
説
明
を
し
、

学
校
便
り
３
月
号
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問
　
経
済
的
に
困
難
な
世
帯
に
、
月
５
０
０
０

円
の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
成
績
優
秀
・
品

行
方
正
・
健
康
と
い
う
条
件
は
外
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長
　
国
、
県
に
よ
る
教
育
費
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
効

率
的
な
支
援
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
く
。

町
長
　
昨
年
、用
地
の
一
部
を
購
入
し
、現
在
、

基
本
設
計
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
当
初
の
書
類
、
仕
様
書
は
町
が
作
成
し

た
の
か
。
存
在
す
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
も

こ
の
場
所
で
継
続
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
工
事
の
仕
様
書
を
含
め
た

設
計
書
を
入
札
時
に
提
示
し
、
契
約
書
に
添

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
他
の
場

所
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
①
　
町
は
「
財
産
取
得
」
し
た
の
で
あ

れ
ば
土
地
の
境
界
を
確
定
し
、
財
産
を
保
全

す
る
の
は
ご
く
当
然
で
あ
る
。
不
動
産
会
社

に
境
界
の
確
定
を
求
め
な
い
の
か
伺
う
。

②
　
３
月
議
会
で
「
現
在
の
道
路
の
左
右
の

と
こ
ろ
で
す
の
で
人
手
に
渡
っ
て
し
ま
う
と

今
後
の
事
業
に
支
障
を
来
た
す
」
と
の
答
弁

で
し
た
。
上
岩
橋
１
３
９
０
番
１
は
「
道
路

の
左
右
」
に
接
続
し
て
い
な
い
の
で
、
土
地

の
取
得
は
議
会
と
町
民
に
虚
偽
の
答
弁
を
し

た
の
で
は
な
い
か
。
お
答
え
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長
　
①
　
交
付
金
事
業
に
乗
せ

て
実
施
設
計
を
行
い
、
用
地
測
量
を
行
っ
た

う
え
で
境
界
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

②
　
上
岩
橋
１
３
９
０
番
１
は
、
一
緒
に
購

入
し
た
１
４
５
３
番
１
と
接
し
て
お
り
、
一

団
の
土
地
で
あ
る
。

問
　
調
節
池
の
用
地
購
入
費
は
今
年
度
予
算

で
５
０
４
０
万
円
で
し
た
が
、
財
源
の
見
通

し
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
交
付
決
定
額
が

申
請
額
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。

問
　
上
郷
地
区
関
係
者
に
「
区
画
整
理
事
業

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
」
と
の
文

書
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
は
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
事
業
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
事
業
者
と
一
度
も
協
議

し
て
お
ら
ず
、
町
の
考
え
を
答
え
ら
れ
な
い
。

問
　
①
　
町
全
体
の
被
害
状
況
を
伺
う
。

②
　
強
風
に
よ
る
倒
木
等
の
被
害
が
発
生
し

た
が
、
今
後
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
①
　
把
握
し
て
い
る
状
況
は
、

住
宅
等
の
被
害
が
５
棟
、
倒
木
に
よ
る
通
行

止
め
７
か
所
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止
め

１
か
所
、
地
盤
の
緩
み
に
よ
る
道
路
崩
壊
１

件
、
停
電
約
55
世
帯
、
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
全
壊
１
棟
、
一
部
破
損
１
棟
、
梨
の
３

割
が
強
風
で
落
下
が
２
件
、
ま
た
、
町
有
施

設
も
強
風
に
よ
り
屋
根
な
ど
の
破
損
が
あ
っ

た
。

②
　
台
風
通
過
後
に
は
、
安
全
に
登
下
校
が

で
き
る
よ
う
に
関
係
課
と
対
応
し
て
い
く
。

地福 美枝子議員

問答
介
護
１
、
介
護
２
で
の
特
養
入
所

希
望
者
が
ゼ
ロ
人
に
な
っ
た
理
由
は

要
件
を
満
た
す
希
望
者
が
い
な
か
っ
た

問答
町
は
「
財
産
取
得
」
を
し
た
の
で
あ
れ
ば

売
り
主
に
境
界
確
定
を
求
め
る
べ
き

交
付
金
事
業
に
乗
せ
て
用
地
測
量
を

行
い
境
界
を
明
確
に
し
て
い
く

竹尾　忠雄議員

調
節
池
用
地
購
入
費
の
財
源
見
通
し
は

区
画
整
理
組
合
設
立
に
つ
い
て
町
の
見
解
を

台
風
被
害
の
状
況
と
今
後
の
対
応
は

就
学
援
助
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は

高
校
の
就
学
資
金
補
助
の
改
正
を

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
進
捗
状
況
は

町
が
青
少
年
交
流
の
家
の
仕
様
書
を
作
成
か



小学生・中学生議員に

町のどのような
　　　 ところが

議員になったら
　　どんな

き？好

町

聞

にしたい？

いてみた

交通の便がよく自然豊か
遊ぶ場所がたくさんある

自然豊かで楽しめる施設
や行事があるところ

身近な自然とアウトレット

自然がいっぱいなところ

大型ショッピングモール
や映画館をつくる

安心で安全な便利な町

タクシーを増やし便利に、
木を植え空気をキレイに

みんなが安全で楽しく
楽に暮らせる町

酒々井中学校　3年　岡島　遼太

酒々井小学校　6年　片山　光太郎

大室台小学校　6年　澤田　聖乃

酒々井小学校　6年　岡　大慈

自然がたくさんあるところ

みんながたくさんの自然
とふれ合える町にしたい

大室台小学校　6年　小野　颯太

スポーツなどに力を入れ
ているところ

自然があふれ子どもが
ゲーム以外で遊べる町
酒々井小学校　6年　木村　唯人

自然豊富で望まれている
施設が増えていること

高齢者の負担がなく
自然豊富できれいな町

大室台小学校　6年　柏葉　美緒

こども模擬議会
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温かい人が多い、施設
が充実（学校、買い物）

自然豊かで交通の便が
良い、地域の人が優しい

駅が４つある、自然豊か
アウトレットがある

人のつながりが深く、
温かくて優しいところ

自然が多く交通の便が
良い、あいさつが盛ん

活気に満ち、安全で
みんなにやさしい町

交流施設、遊戯施設
などをつくり活気ある町

町民の交流を深める
高齢者にやさしい町

すべての人が安心して
充実した生活ができる町

にぎわいがあり、安全
でスポーツが盛んな町

酒々井中学校　3年　田中　温陽

酒々井中学校　3年　関口　美旺

酒々井中学校　3年　小野木　智紀

酒々井中学校　3年　寺薗　眞奈

酒々井中学校　3年　伊藤　侑世

アウトレットがある、駅と
公園が多く自然が豊富

犯罪ゼロでみんなが
安心して暮らせる町
酒々井中学校　3年　永吉　優生

交通の便に優れている
自然が多く景色がきれい

子どもを大切にし、町に
意見が提案できる

町の歴史（自然、文化）
の良さをアピール

多くの人の意見を聞き
快適で安全な町づくり

酒々井中学校　3年　柳原　あかり

酒々井中学校　3年　松本　和樹

公園、病院、スーパーが
多く、生活しやすい

室内スポーツ場をつくり
スポーツが盛んな町

酒々井中学校　3年　中井　春花

こども模擬議会
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次
の
定
例
会
は
、
12
月
上
旬
に
開

会
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
会
期

の
概
要
は
、
11
月
29
日
に
開
催
予
定

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま

す
。
会
期
の
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ

ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開

さ
れ
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
傍

聴
席
の
定
数
は
25
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
４
９
６
︲
１
１
７
１

　
　
　
　（
内
線
２
５
１
、２
５
２
）

　
今
号
は
、
定
例
会
終
了
後
、
通
常

よ
り
２
週
間
早
く
約
１
か
月
で
発
行

し
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
や
子
ど
も

議
会
な
ど
紙
面
の
充
実
に
努
め
ま
し

た
。
今
後
も
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
委 

員 

長
　
　
酒
瀬
川
健
一

　
副
委
員
長
　
　
川
島
　

彦

　
委
　
　
員
　
　
濵
口
　
信
昭

　
委
　
　
員
　
　
　
藤
　
　
博

　
委
　
　
員
　
　
江
澤
　
眞
一

　
委
　
　
員
　
　
平
澤
　
昭
敏

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

編
集
に
あ
た
っ
て
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子
ど
も
模
擬
議
会
が
10
月
19
日
に

酒
々
井
町
議
場
で
開
催
さ
れ
、
酒
々

井
小
学
校
、
大
室
台
小
学
校
、
酒
々

井
中
学
校
の
各
代
表
者
16
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
中
学
生
模
擬
議
会
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
小
学
生
も
参
加
。
当
日
は
、
議

長
以
外
の
15
人
が
町
政
に
対
し
て
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
模
擬
議
会
の
最
後
に
は
、
議
長
を

務
め
た
岡
島
遼
太
さ
ん
か
ら
「
町
を

良
く
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が

尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

町
の
未
来
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

模擬議会終了後は和やかなムードに

登壇席から自分の意見をしっかりと発言

⑧　松本　和
かずき

樹 （酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

（酒々井中　３年）

⑨　小野木　智
ともき

紀

⑩　田中　温
はるひ

陽

⑪　永吉　優
ゆ い

生

⑫　中井　春
はるか

花

⑬　寺薗　眞
ま な

奈

⑮　関口　美
み お

旺

⑭　柳原　あかり

酒々井町の文化財について

東酒々井入口信号について

町バスの活用について

酒々井中学校体育館、修学館の設備について

歩道の雑草について

公園の遊具について

循環バスの運営について

酒々井コミュニケーションセンターで
の物品販売について

＜小・中学生議員質問一覧＞

①　岡　大
だいじ

慈 （酒々井小　６年）

（酒々井小　６年）

（酒々井小　６年）

（大室台小　６年）

（大室台小　６年）

（大室台小　６年）

（酒々井中　３年）

②　片山　光
こうたろう

太郎

③　木村　唯
ゆいと

人

④　澤田　聖
せのん

乃

⑤　小野　颯
そうた

太

⑥　柏葉　美
み お

緒

⑦　伊藤　侑
ゆうせい

世

観光客をさらに誘致するための方策
について

若者を中心にさらに町を盛り上げる
方策について

町の税収を増やす方策について

災害時の対策や災害時の備えについて

公園の雨宿りスペースの設置について

酒々井町の道路（白線修正）について

成年後見制度について

こども模擬議会

小
・
中
学
生
議
員
が
町
長
に

質
問
質
問

地
域
活
性
化
や
安
全
対
策
な
ど
の
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
を
15
人
の
子
ど
も
た
ち
が
質
問
・
提
案


